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　東京国立博物館は、2月27日(木)から臨時休館としておりましたが、新型コロナウイル
ス感染予防および拡散防止対策を徹底した上で、6月2日（火）から順次展示施設を開館い
たしました。なお、開館日・開館時間、休館日、夜間開館は通常時と異なる場合がありま
すので、当館ウェブサイトをご確認の上、ご来館ください。

東京国立博物館よりお知らせ

◆ 東京国立博物館来館に際して

 入館のご案内
・ 入館にはオンラインによる事前予約（日時指定券）
が必要となります。入館無料の方を含め、すべてのお
客様はオンラインによる事前予約が必要となります。

・ 予約サイトからのみ予約可能となります。  
電話等ではお受けできません。

・ 友の会、メンバーズプレミアムパス、国立博物館メンバーズパス（4
館共通）、賛助会会員、キャンパスメンバーズ会員、障がい者手帳
等をお持ちの方、無料入館対象の方も、予約サイトからの入館予
約をお願いします。なお、ご来館当日は会員証等をご提示ください。

・ 1時間ごとの日時指定となります。滞在時間の制限はありません。

・ そのほかの注意事項は予約サイトをご覧ください。

 当館の取り組み
・ 正門においてサーモグラフィによる検温の実施

・ 各施設の入口等にアルコール消毒液の設置

・ 館内の消毒、清掃の徹底

・ 館内スタッフ、職員、搬入業者等すべての関係者への検温及び健
康状態の確認を実施

・ 会場内の3密（密閉・密集・密接）防止のため、各展示館への入場
制限の実施

・ 館内スタッフのマスクの着用及びインフォメーション等対面箇
所での飛沫感染防止用アクリルパネルの設置（一部ではゴム手
袋やアクリル・フェイスガードの着用）

・ レストランやカフェでの座席の2メートル以上の間隔確保、または
対面とならない配置に変更

 お客様へのお願い
・ 発熱、咳き込み等の症状があるお客様は入館をご遠慮ください。

・ 入館時に検温を実施しております。37.5度以上の発熱が確認さ
れた場合、ご入館をお断りします。

・ 飛沫拡散を防止するため、マスクを着用してください。また、咳エ
チケットにご協力ください。

・ アルコール消毒液による除菌、こまめな手洗い・うがいにご協力
ください。

・ 各展示館への入場制限を実施する場合がございます。

・ 他のお客様と、2メートルを目途に、十分な間隔を保ってご鑑賞く
ださい。

・ 展示室内では会話をお控えください。

・ 作品、展示ケース、備品や壁には触らないでください。

・ 休憩スペースのご利用は、短い時間でお願いします。

・ 当館のご来館日時を、お客様ご自身で記録してください。当館内で
新型コロナウイルスの感染者が確認された場合は、当館ウェブサイ
トにその情報を掲出いたしますので、発生日時にご来館されていた
場合は、ご自宅のある都道府県・相談窓口へご連絡ください。

以上の取り組みの上、職員一同、鋭意努力をしております。ご協力のほど、
どうぞよろしくお願い申し上げます。

◆ 東京国立博物館ニュース（以下、博物館ニュース）

　博物館ニュースは、本6・7・8月号（761号）よりリニューア
ルをして特別展の情報もスペースを広げてご紹介することを
お伝えしていましたが、特別展が会期変更・延期となったた
め、掲載をしていません。また、当館で開催する月例講演会、
ギャラリートーク、ワークショップなどのイベントも開催未定
のため掲載していません。そのため本来は全16ページのとこ
ろ、本号は全12ページとなります。また、6月2日時点の情
報で作成したため、実際の展示期間と異なる情報が掲載され
ている場合がございます。最新情報は、当館ウェブサイトを
ご覧ください。
　何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。

博物館ニュース4-5月号（760号）でご紹介した、  
特別展等の会期変更・延期一覧
▶ 特別展「きもの　KIMONO」　平成館特別展示室
会期が変更となりました。

 旧） 2020年4月14日（火）～ 6月7日（日）
 新） 2020年6月30日（火）～ 8月23日（日）

▶ 親と子のギャラリー「動物のうごき」　平成館企画展示室
 旧） 2020年5月12日（火）～6月14日（日）
 新） 延期

▶ 特別展「国宝　聖林寺十一面観音―三輪山信仰のみほとけ」　 
本館特別5室
会期が変更となりました。

 旧） 2020年6月16日（火）～ 8月31日（月）
 新） 2021年開催予定

▶ 2020年 日中韓国立博物館合同企画特別展   
「東アジアのうるしの世界」　本館特別1室

 旧） 2020年7月7日（火）～ 9月13日（日）
 新） 延期

▶ 特別展「スポーツ　NIPPON」　平成館企画展示室
会期が変更となりました。

 旧） 2020年7月7日（火）～ 9月13日（日）
 新） 2021年開催予定

▶ 特別展「国宝　鳥獣戯画のすべて」　平成館特別展示室
会期が変更となりました。

 旧） 2020年7月14日（火）～ 8月30日（日）
 新） 2021年春開催予定

▶ 親と子のギャラリー「まるごと体験！日本の文化」　本館特別4室
 旧） 2020年7月21日（火）～ 9月6日（日）
 新） 延期

※ 特別展、総合文化展ならびにチケット、催し物につきましては、今後の状況
を踏まえ、予告なしに変更させていただく場合がございます。予めご了承
ください。

チケット予約サイト
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学
芸
会
の
劇
な
ど
で
仮
面
を
顔
に
つ
け
、
自
分
で
は

な
い
何
か
別
の
も
の
に
扮
す
る
経
験
を
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？ 

舞
楽
面
や
行
道
面
も
、
何
か
に
成
り
変

わ
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
舞
楽
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
に
合
わ
せ
、
酔
っ
ぱ
ら
い
や

勇
ま
し
い
武
将
な
ど
様
々
な
舞
楽
面
が
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
崑こ

崙ろ

八ば

仙せ

は
崑こ
ん

崙ろ
ん

山さ
ん

に
住
む
鶴
の
姿
の
仙
人
を
表

し
た
仮
面
で
す
。
鶴
に
し
て
は
短
い
く
ち
ば
し
で
す
が
、

そ
の
先
に
鈴
を
つ
け
、
演
者
の
動
き
に
合
わ
せ
て
鳴
る

鈴
の
音
は
鶴
の
声
を
表
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
役

柄
か
想
像
し
て
み
る
と
楽
し
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
行
道
面
は
寺
院
の
儀
式
な
ど
で
使
わ
れ
る
仮
面
で

す
。
よ
く
見
る
と
中
国
の
仏
像
の
影
響
を
感
じ
ら
れ
る

造
形
も
あ
り
ま
す
。
仏
像
と
比
べ
ら
れ
る
の
も
博
物
館

な
ら
で
は
の
楽
し
み
方
で
す
。
ぜ
ひ
雰
囲
気
や
表
情
を

比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

（
川
岸
瀬
里
）

　
博
物
館
に
は
数
多
く
の
美
術
作
品
が
収
蔵
・
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
は
最
初
か
ら
、
い

つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
つ
く
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が

は
っ
き
り
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
特

集
で
は
、
美
術
作
品
が
ど
の
よ
う
に
調
査
研
究
さ
れ
、

美
術
史
研
究
が
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
の
か
を
、
調
査

ノ
ー
ト
と
実
際
の
作
品
に
よ
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
な
か
っ
た
時
代

に
、
過
去
の
美
術
史
家
は
ど
の
よ
う
に
美
術
作
品
と
向

き
合
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
か
つ
て
は
自
分
の
眼

で
見
て
手
で
写
す
、と
い
う
の
が
調
査
の
基
本
で
し
た
。

明
治
期
の
今い

ま

泉い
ず
み

雄ゆ
う

作さ
く
・
平ひ
ら

子こ

鐸た
く

嶺れ
い

に
始
ま
り
、
昭
和

期
に
活
躍
し
た
田た

中な
か

一い
ち

松ま
つ
・
土ど

居い

次つ
ぎ

義よ
し

の
資
料
に
よ
っ

て
、
日
本
の
美
術
史
研
究
の
あ
ゆ
み
を
追
体
験
す
る
機

会
と
い
た
し
ま
す
。  

（
東
京
文
化
財
研
究
所
・
江
村
知
子
）

※◉は国宝、◎は重要文化財（重文）、○は重要美術品（重美）を表します。特に表記のないものは東京国立博物館蔵です。

鳥
ちょう

獣
じゅう

戯
ぎ

画
が

  調
ちょう

査
さ

ノート　田中一松記　
大正14年（1925）　東京文化財研究所蔵

一目であの有名な動物たちだとわかる！
当館蔵の鳥獣戯画断簡を調査したもの。  
紙の寸法や図様を書き留めています

渡
わた

辺
なべ

始
し

興
こう

筆
ひつ

 
農
のう

夫
ふ

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

   
調
ちょう

査
さ

ノート
土居次義記　 
昭和47年（1972）
京都工芸繊維大学
附属図書館蔵

農
のう

夫
ふ

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

渡辺始興筆
江戸時代・18世紀

穏やかな気分になる日常の一場面
秋草が茂る野中の道。農夫たちの会話を 
牛も気にしているようです

素早いスケッチと的確な記録
右図の調査記録。画面を構成するモチーフを  
的確に写し取っています

特
集

日に

本ほ

ん

の
仮か

面め

ん  
　 
舞ぶ

楽が

く

面め

ん

・
行ぎ

ょ
う

道ど

う

面め

ん

本館14室
6月17日㊌
→7月12日㊐

丸い大きな目に 
への字口、  
鶴の姿の仙人
仮面の裏側に制作年代が 
書かれている貴重な作例です

◎舞
ぶ

楽
がく

面
めん

  崑
こ

崙
ろ

八
ば

仙
せ

平安時代・長久3年（1042）　  
奈良・手向山八幡宮蔵

まるで中国の  
仏像のような造形
たまご形の輪郭が中国 
宋時代の仏像を思わせます

◎行
ぎょう

道
どう

面
めん

  菩
ぼ

薩
さつ

　
鎌倉時代・13世紀　
石川・重蔵神社蔵

思わず  
 ギョッとする、 
鬼の面
迫力ある表情のこの
仮面は鬼追いの 
行事に使われました

追
つい

儺
な

面
めん

  鬼
おに

　
鎌倉時代・14世紀　
山形・慈光明院蔵

特
集

日に

本ほ

ん

美び

術じ
ゅ
つ

の
記き

録ろ

く

と
評ひ

ょ
う

価か

　
　 

―
調ち

ょ
う

査さ

ノ
ー
ト
に
み
る   

 
 

 
 

 
 

美び

術じ
ゅ
つ

史し

研け
ん

究き
ゅ
う

の
あ
ゆ
み
―
本館14室

7月14日㊋
→8月23日㊐
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東
洋
館

東
洋
館

　
交こ
う

河が

故こ

城じ
ょ
う

は
中
国
新し
ん

疆き
ょ
う

ウ
イ
グ
ル
自
治

区
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
市
に
あ
る
都
市
遺
跡
で

す
。
そ
の
規
模
は
世
界
最
大
で
、
版は
ん

築ち
く（
土

を
つ
き
固
め
る
土
木
技
術
）
で
築
か
れ
た
都

市
遺
跡
と
し
て
は
最
古
級
で
す
。

　
こ
の
像
は
、
大
谷
探
検
隊
が
そ
の
都
市
遺

跡
で
発
見
し
た
も
の
で
す
。
眉
間
を
寄
せ
て

目
を
見
開
き
、
怒
り
を
露あ
ら
わ

に
し
た
表
情
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は
天
部
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
像
に
対
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層

撮
影（
C
T
撮
影
）を
行
っ
た
結
果
、像
の
芯

の
部
分
は
、
藁わ
ら

や
礫れ
き

を
加
え
た
目
の
粗
い
粘

土
で
、
顔
は
目
の
細
か
い
粘
土
で
つ
く
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

（
勝
木
言
一
郎
）

　
わ
ず
か
に
凹
面
を
な
す
楕
円
盤
に
、
小
さ

な
柄
が
つ
い
て
い
ま
す
。
瞳
を
思
わ
せ
る
円

文
と
櫛く
し

歯ば

文も
ん

を
組
み
合
わ
せ
た
主
文
様
や

銅
質
か
ら
、
中
国
西
南
部
の
雲
南
地
方
で
作

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
実
は
こ
う
し
た

飾
板
と
近
い
作
例
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
や
中
央

ア
ジ
ア
な
ど
の
草
原
地
帯
に
も
分
布
し
て
い

ま
す
。
付
加
的
な
要
素
で
あ
る
柄
の
先
端
の

羊
と
お
ぼ
し
き
飾
り
も
北
方
的
で
す
。
ひ
と

つ
の
作
品
の
中
に
と
て
も
離
れ
た
地
域
の
要

素
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
お
ぼ

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
近
年
の
研

究
で
は
こ
れ
ら
の
地
域
を
つ
な
ぐ
様
々
な
物

証
が
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
人
や
物

の
動
き
は
、
私
た
ち
が
想
像
す
る
以
上
に
広

範
囲
に
及
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。 （
市
元
塁
）

天部像頭部　唐時代・7～8世紀　
中国・交河故城　大谷探検隊将来品

　
明
王
と
い
え
ば
、
不
動
明
王
の
よ
う
に
青

黒
い
体
に
怒
り
の
表
情
で
恐
ろ
し
気
な
姿
が

一
般
的
で
す
が
、
孔
雀
明
王
は
穏
や
か
な
菩

薩
の
姿
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
美
し
い

姿
で
毒
蛇
を
も
食
べ
て
し
ま
う
と
い
わ
れ
る

孔
雀
の
力
を
神
格
化
し
た
こ
と
に
由
来
し
て

い
ま
す
。

　
孔
雀
明
王
の
画
像
は
比
較
的
多
く
の
作
例

が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
本
図
は
現
存
作
例
の

中
で
最
高
傑
作
と
い
え
ま
す
。
明
る
く
柔
ら

か
で
華
や
か
な
彩
色
の
美
し
さ
は
い
う
ま
で

も
な
く
、
衣
の
文
様
に
は
極
細
の
帯
状
金
箔

を
貼
る
截き
り

金か
ね

線せ
ん

、羽
毛
の
筋
に
は
金
粉
を
膠に

か
わ

で
溶
い
て
筆
で
描
く
金き

ん

泥で
い

線せ
ん

と
、
部
位
に

よ
っ
て
金
の
質
感
を
使
い
分
け
る
な
ど
、
12

世
紀
の
繊
細
な
美
意
識
を
随
所
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 （
沖
松
健
次
郎
） ◉孔雀明王像　平安時代・12世紀

　
江
戸
時
代
に
は
、
町
人
た
ち
の
経
済
力
が

高
ま
る
に
つ
れ
て
、
庶
民
の
間
で
日
本
各
地

の
名
所
を
旅
す
る
行
楽
が
流
行
し
ま
し
た
。

名
所
案
内
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

人
々
の
間
で
は
、
京
都
や
江
戸
、
琵
琶
湖
や

住
吉
と
い
っ
た
場
所
の
風
景
が
、
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
と
も
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
女
性
の
あ
い
だ
で
も
各
地
方
の
名
所
を

染
め
た
小
袖
が
流
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
小
袖
は
、
京
都
名
所
の
ひ
と
つ
、

清
水
寺
を
望
む
景
色
を
表
し
た
も
の
で
す
。

本
堂
の
「
清
水
の
舞
台
」や
「
音
羽
の
滝
」と

い
っ
た
誰
が
見
て
も
「
清
水
寺
」
だ
と
わ
か

る
よ
う
な
名
所
を
、
桜
が
咲
く
う
ら
ら
か
な

景
色
の
中
に
染
め
と
刺
繡
で
表
し
た
、
夏
の

衣
装
で
す
。 

（
小
山
弓
弦
葉
）

帷子 浅葱麻地清水風景模様
江戸時代・19世紀

（部分）

本
館

鏡形飾板
戦国～前漢時代・前4～前2世紀

見
開
い
た
目
、
眉
間
の
し
わ
、

迫
力
あ
る
表
情

草
原
地
帯
の
要
素
を

取
り
入
れ
た
飾
板

天て
ん

部ぶ

像ぞ
う

頭と
う

部ぶ

鏡か
が
み

形が
た

飾か
ざ
り

板い
た

総合文化展 ピックアップ !総合文化展 ピックアップ !

7
月
7
日（
火
）〜
8
月
16
日（
日
）

3
室
　
仏
教
の
美
術

7
月
21
日（
火
）〜
8
月
16
日（
日
）

10
室
　
衣
装

〜
8
月
16
日（
日
）

3
室
　
西
域
の
美
術

〜
11
月
15
日（
日
）

5
室
　
中
国
の
青
銅
器

洗
練
さ
れ
た
色
彩
と

卓
越
し
た
技
法
が
見
ら
れ
る
名
品

国
宝
　
孔く

雀じ
ゃ
く

明み
ょ
う

王お
う

像ぞ
う

本
館

当
時
の
女
性
も
流
行
を

取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
！

帷か
た

子び
ら

浅あ
さ

葱ぎ

麻あ
さ

地じ

清き
よ

水み
ず

風ふ
う

景け
い

模も

様よ
う
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法
隆
寺
宝
物
館

平
成
館

法
隆
寺
宝
物
館

黒
田
記
念
館

　

　
黒
田
記
念
室
の
入
口
に
は
、
1
9
2
4

年
に
永
眠
し
た
黒
田
清
輝
を
顕
彰
し
て
制
作

さ
れ
た
肖
像
彫
刻
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
彫
刻
の
作
者
は
、
彫
刻
家
で
詩
人
と
し
て

も
知
ら
れ
る
高
村
光
太
郎
で
す
。
高
村
は
、

1
9
0
5
年
か
ら
東
京
美
術
学
校
西
洋
画

科
で
黒
田
に
も
学
び
、
日
頃
か
ら
尊
敬
し
て

い
た
と
い
い
ま
す
。
高
村
は
、
亡
き
黒
田
の

肖
像
写
真
を
頼
り
に
本
作
品
を
制
作
し
ま
し

た
が
、
生
前
の
黒
田
の
雰
囲
気
を
想
像
さ
せ

る
、
堂
々
と
し
た
風
格
と
表
情
を
巧
み
に
表

し
ま
し
た
。
高
村
の
彫
刻
家
と
し
て
の
力
量

が
う
か
が
え
る
重
要
な
作
品
で
す
。

（
東
京
文
化
財
研
究
所
・
野
城
今
日
子
）

　
本
作
品
の
見
ど
こ
ろ
は
、
身
を
斜
格
子
文

と
綾
杉
文
で
3
区
画
に
分
け
た
上
段
に
あ
る

眼
の
表
現
で
す
。
こ
の
瞳
の
な
い
切
れ
長
の

眼
と
い
う
独
特
な
表
現
は
、
邪
悪
な
も
の
を

睨
み
つ
け
払
う
辟へ
き

邪じ
ゃ

の
意
味
を
も
つ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
文
様
を
も
つ
銅

鐸
は
福
田
型
銅
鐸
と
も
呼
ば
れ
、
北
部
九
州

か
ら
中
国
地
方
に
か
け
て
わ
ず
か
に
分
布
し

て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
銅
鐸
は
鋳
型
で
作
っ
た
際
に
型

持
ち
の
孔
が
身
に
生
じ
ま
す
が
、
本
作
品
の

孔
は
鋳
造
後
に
開
け
ら
れ
た
も
の
。
佐
賀
県

や
福
岡
県
で
み
つ
か
っ
た
福
田
型
銅
鐸
の
鋳

型
か
ら
、
通
例
の
銅
鐸
と
は
異
な
り
、
銅
矛

の
製
作
技
術
を
応
用
し
て
つ
く
ら
れ
た
と
考

え
る
意
見
も
あ
り
ま
す
。 

（
品
川
欣
也
）

扁平鈕式銅鐸
弥生時代（中期）・
前2～前1世紀
伝岡山市北区足守出土
徳川頼貞氏寄贈

　

表
慶
館
は
大
正
天
皇
御
成
婚
を
祝
し
奉
祝
会

よ
り
献
納
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
33
年
か
ら
設
計

を
開
始
し
、
明
治
41
年
に
一
部
を
除
き
竣
工
し
ま

し
た
。
設
計
は
宮
内
省
内
匠
寮
片か

た

山や
ま

東と
う

熊く
ま

、
高た

か

山や
ま

幸こ
う

次じ

郎ろ
う

、
建
築
現
場
の
監
督
は
新に

い

家の
み

孝た
か

正ま
さ

が
あ
た

り
ま
し
た
。
ト
ー
ハ
ク
に
は
数
100
枚
の
表
慶
館

造
営
の
設
計
図
や
関
係
書
類
が
残
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
設
計
図
面
は
鉛

筆
や
イ
ン
ク
で
描
か
れ
清
書
さ
れ
た
も
の
も
あ

れ
ば
、
変
更
を
加
え
て
消
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ

り
、
設
計
者
の
建
築
に
対
す
る
情
熱
と
葛
藤
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
多
く
の
詳
細
図
面
か
ら

は
基
礎
煉
瓦
の
積
み
方
や
建
築
構
造
、
ド
ア
ノ
ブ

や
石
細
工
な
ど
、
明
治
時
代
の
建
築
技
術
が
想
像

で
き
ま
す
。
本
館
15
室
で
特
集
「
表
慶
館
の
建
築

図
面
」（
12
月
8
日
〈
火
〉〜

年
2
月
14

日
〈
日
〉）で
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。
表
慶
館
建

築
と
あ
わ
せ

て
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（
矢
野
賀
一
）

図
面
か
ら
み
る

先
人
た
ち
の
情
熱
と
葛
藤

博
物
館
の
重
要
な
使
命
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
調
査
研
究
」。
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

ト
ー
ハ
ク
の
調
査
研
究 

○8

　
赤
や
紫
、
黄
色
や
緑
、
そ
し
て
青
と
い
っ

た
多
彩
な
色
糸
を
組
み
合
わ
せ
た
幅
の
広
い

組
紐
の
帯
で
す
。

　
濃
い
色
か
ら
淡
い
色
へ
と
ぼ
か
し
な
が
ら

色
糸
を
配
列
す
る
こ
と
で
、
襷た
す
き

文も
ん

が
現
わ

れ
て
い
ま
す
。
組
紐
で
作
ら
れ
た
帯
は
正
倉

院
宝
物
に
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
注

目
し
た
い
の
は
そ
の
間
に
玉
が
組
み
込
ま
れ

て
い
る
と
こ
ろ
。
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
ガ
ラ
ス

玉
や
真
珠
玉
に
あ
ら
か
じ
め
穴
を
あ
け
、
そ

こ
に
糸
を
通
し
て
帯
に
組
み
込
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
は
正
倉
院
に
も
み
ら
れ
な
い
大
変

特
殊
な
技
法
で

あ
り
、
さ
ぞ
や

高
貴
な
人
物
が

身
に
着
け
た
も

の
で
し
ょ
う
。

　
法
隆
寺
で
は

聖
武
天
皇
の
玉

帯
と
し
て
伝
え

て
き
ま
し
た
が
、

納
得
の
い
く
伝

承
で
す
。

 

（
三
田
覚
之
）

◎玉帯残欠　奈良時代・8世紀

「表慶館完成予想図」　明治35年（1902）
実際の表慶館とどこが違うかを見比べ
てみるとおもしろいかもしれません

（部分）

（部分）

故子爵黒田清輝胸像
高村光太郎作　昭和7年（1932）

〜
7
月
12
日（
日
）

第
6
室
　
染
織 

―
玉
帯
残
欠
と
様
々
な
技
法
の
染
織
品
―

7
月
21
日（
火
）〜
12
月
25
日（
金
）

黒
田
記
念
室

〜
9
月
6
日（
日
）

考
古
展
示
室

正
倉
院
宝
物
に
も
み
ら
れ
な
い

特
殊
な
技
法

高
村
光
太
郎
作
、

貫
禄
あ
る
黒
田
清
輝
の
肖
像

邪
悪
な
も
の
を
払
う
眼
に
注
目

重
文
　
玉ぎ

ょ
く

帯た
い

残ざ
ん

欠け
つ

故こ

子し

爵し
ゃ
く

黒く
ろ

田だ

清せ
い

輝き

胸き
ょ
う

像ぞ
う

扁へ
ん

平ぺ
い

鈕ち
ゅ
う

式し
き

銅ど
う

鐸た
く

総合文化展 ピックアップ !総合文化展 ピックアップ !
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3-1

書
画
の
展
開

 

―
安
土
桃
山
・
江
戸

3-3

書
画
の
展
開

 

―
安
土
桃
山
・
江
戸

　

仏
教
の
美
術

―
平
安
〜
室
町

3-1

宮
廷
の
美
術

―
平
安
〜
室
町

3-2

禅
と
水
墨
画

―
鎌
倉
〜
室
町

3-3

茶
の
美
術

4

日
本
美
術
の
あ
け
ぼ
の

―
縄
文
・
弥
生
・
古
墳

1-1

仏
教
の
興
隆

―
飛
鳥
・
奈
良

1-2

国
宝
室

2

45

1-1

3-1

3-2

3-3

1-2 2

案内
 流れ 2階

7/7㊋-8/16㊐

◉十
じゅう

六
ろく

羅
ら

漢
かん

像
ぞう

（第
だい

十
じゅう

一
いち

尊
そん

者
じゃ

）
平安時代・11世紀

真
しん

言
ごん

八
はっ

祖
そ

像
ぞう

　空
くう

海
かい

鎌倉時代・正和3年   
（1314）

真言密教の8人の祖師を描いたもののうち、日
本に真言密教を伝えた空海の肖像画です

7/7㊋-8/16㊐

源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

絵
え

巻
まき

断
だん

簡
かん

平安時代・12世紀

国宝 「源氏物語絵巻」（徳川・五島本）
と、もとは一連だった作品です

○大
だい

字
じ

和
わ

漢
かん

朗
ろう

詠
えい

集
しゅう

切
ぎれ

　
伝藤原行成筆　平安時代・11世紀　
森田竹華氏寄贈

7/7㊋-12/20㊐

埴
はに

輪
わ

 盛
せい

装
そう

の男
だん

子
し

古墳時代・6世紀
栃木県壬生町
ナナシ塚古墳出土
高山政之助氏寄贈

帽子を被り全身を着
飾ったこの人物は、古
墳時代の権力者です

7/7㊋-8/23㊐

藍
らん

紙
し

金
こん

光
こう

明
みょう

最
さい

勝
しょう

王
おう

経
きょう

断
だん

簡
かん

伝聖武天皇筆
奈良時代・8世紀

7/7㊋-
12/20㊐

◎八
や

重
え

鋺
まり

奈良時代・8世紀

入れ子になった8つの鋺。仏像への供物を入
れたとも、僧侶が飲食に用いたともされます

8/12㊌-9/6㊐

◉華
け

厳
ごん

宗
しゅう

祖
そ

師
し

絵
え

伝
でん

　元
がん

暁
ぎょう

絵
え

　巻
まき

下
げ

　
鎌倉時代・13世紀

◎みみずく土
ど

偶
ぐう

縄文時代（後期）
前2000～前1000年
埼玉県さいたま市 真福寺貝塚出土

7/7㊋-8/10㊊㊗

◉地
じ

獄
ごく

草
ぞう

紙
し

　平安時代・12世紀
地獄の闇の墨色と、血や炎の鮮烈な赤、朱
の対比が印象的です

7/7㊋-8/10㊊㊗

彫
ほり

三
み

島
しま

茶
ちゃ

碗
わん

 銘 木
き

村
むら

朝鮮　朝鮮時代・16～17世紀
広田松繁氏寄贈

内外に表された、可憐な花文が
見どころの高麗茶碗です

8/12㊌-9/22㊋㊗

和
わ

漢
かん

朗
ろう

詠
えい

集
しゅう

巻
まき

上
じょう

（久
ひさ

松
まつ

切
ぎれ

）
伝藤原行成筆　平安時代・12世紀

7/7㊋-8/16㊐

南
なん

院
いん

国
こく

師
し

忌
き

拈
ねん

香
こう

偈
げ

清拙正澄筆
南北朝時代・延元2年
（1337）

◎祖
そ

師
し

図
ず

狩野元信筆
室町時代・16世紀

禅宗の祖師たちを緻密
な構図のなかに描き表
した水墨画の傑作です

（部分）

（部分）

（部分）
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書
画
の
展
開

―
安
土
桃
山
・
江
戸

暮
ら
し
の
調
度

―
安
土
桃
山
・
江
戸

8-1

8-2

能
と
歌
舞
伎

9

浮
世
絵
と
衣
装

―
江
戸

10

武
士
の
装
い

―
平
安
〜
江
戸

5.6

屛
風
と
襖
絵

―
安
土
桃
山
・
江
戸

7

67

8-1

8-2

9 10

本館展示
   日本美術の

6・7・8月

浮世絵 衣装

7/21㊋-10/18㊐

◎染
そめ

付
つけ

龍
りゅう

濤
とう

文
もん

提
さげ

重
じゅう

青木木米作　江戸時代・19世紀
笠置達氏寄贈

楓
かえで

蒔
まき

絵
え

文
ぶん

庫
こ

原羊遊斎作　江戸時代・19世紀

原羊遊斎は江戸時代後期の蒔絵師。
伸びやかな楓のデザイン感覚は必見
です

一
いち

行
ぎょう

書
しょ

「十
じっ

暑
しょ

岷
びん

山
ざんの

葛
かつ

」
伊達政宗筆　
江戸時代・17世紀
杉山東一氏寄贈

「十」の意表をつく筆順にはじま
り、刀が筆に乗り移ったような、
鋭い筆勢にご注目ください

8/12㊌-9/22㊋㊗

業
なり

平
ひら

歌
か

意
い

図
ず

土佐光起筆
江戸時代・17世紀

7/21㊋-8/16㊐

着
き

付
つけ

羽
は

織
おり

萌
もえ

黄
ぎ

繻
しゅ

子
す

地
じ

的
まと

矢
や

模
も

様
よう

坂東三津江所用
江戸時代・19世紀
高木キヨウ氏寄贈

大きな的矢の金刺繡
が目に留まる、歌舞
伎にふさわしい武将
役の衣装です

8/18㊋-10/18㊐

舞
ぶ

楽
がく

装
しょう

束
ぞく

 還
げん

城
じょう

楽
らく

（裲
りょう

襠
とう

）
江戸時代・19世紀

退治した悪蛇を見て歓喜する
抜頭王の衣装。毛縁のつい
た豪壮な装いです

冨
ふ

嶽
がく

三
さん

十
じゅう

六
ろっ

景
けい

・神
か

奈
な

川
がわ

沖
おき

浪
なみ

裏
うら

葛飾北斎筆
江戸時代・19世紀

7/21㊋-8/16㊐

帷
かた

子
びら

黒
くろ

麻
あさ

地
じ

流
りゅう

水
すい

紅
も み じ

葉模
も

様
よう

江戸時代・18世紀

紅葉の名所、龍田川を表
した夏の衣装。秋の模様
で季節を先取りします

7/21㊋-8/16㊐

美
み

南
な

見
み

十
じゅう

二
に

候
こう

・八
はち

月
がつ

鳥居清長筆
江戸時代・18世紀

8/18㊋-10/18㊐

小
こ

袖
そで

 萌
もえ

黄
ぎ

縮
ちり

緬
めん

地
じ

菊
きく

薄
すすき

垣
かき

水
みず

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀

光琳水模様や家紋と異
なる伊達紋の刺繡など
は、江戸時代中期の流
行です

7/21㊋-10/11㊐

◉群
ぐん

鳥
ちょう

文
もん

兵
ひょう

庫
ごの

鎖
くさりの

太
た

刀
ち

◉太
た

刀
ち

　銘
めい

 一
いち

（号
ごう

 上
うえ

杉
すぎ

太
た

刀
ち

）
福岡一文字　鎌倉時代・13世紀

刀身と刀装が鎌倉時代に誂えられ
今に伝えられた極めて貴重な作品
で、刀装はとても洗練されていて
華やかです

7/21㊋-8/10㊊㊗

◎西
せい

湖
こ

春
しゅん

景
けい

銭
せん

塘
とう

観
かん

潮
ちょう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

池大雅筆
江戸時代・18世紀

◉納
のう

涼
りょう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

久隅守景筆　江戸時代・17世紀

夕顔棚の下での夕涼み。ありふれた日常
の優しさや楽しみに満ちた作品です

7/21㊋-10/4㊐

◎紺
こん

糸
いと

威
おどし

六
ろく

枚
まい

 
胴
どう

具
ぐ

足
そく

江戸時代・18世紀
澤木昌子氏寄贈

ダイナミックな
波の表現は北斎
芸術の真骨頂。
世界で最も知ら
れる日本絵画の
ひとつです

（左隻）
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総合文化展 ｜ 見どころ案内

歴
史
の
記
録

15

特
集
（
↓
３
ペ
ー
ジ
）

14

陶
磁

13-3

刀
剣

13-2

金
工

13-1

漆
工

12

彫
刻

11

13-2

13-1

13-3

12

14

11

15

案内
 展示 1階

-9/13㊐
文
もん

殊
じゅ

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

鎌倉時代・13世紀

知恵を象徴する文殊菩
薩。凛々しい顔立ちと、
すらりとした美しいスタ
イルが印象的です

源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

蒔
まき

絵
え

源
げん

氏
じ

簞
たん

笥
す

江戸時代・17～18世紀

多彩な技法で豪華な作行を示し、婚礼調度
の一部と考えられます

-9/6㊐

◎砧
きぬた

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

室町時代・16世紀

◎愛
あい

染
ぜん

明
みょう

王
おう

坐
ざ

像
ぞう

鎌倉時代・13世紀

-9/13㊐

扁
へん

壺
こ

瓶
へい

形
がた

幾
き

何
か

学
がく

文
もん

  
七
しっ

宝
ぽう

水
すい

注
ちゅう

江戸時代・17～18世紀
渡邊豊太郎氏・
渡邊誠之氏寄贈

七
しっ

宝
ぽう

菊
きく

水
すい

文
もん

引
ひき

手
て

江戸時代・18世紀

引手は襖や障子の
手掛かりにつける
金具。銅に鮮やか
な七宝釉を焼き付
けています

-7/12㊐　「日本の仮面　舞楽面・行道面」

◎行
ぎょう

道
どう

面
めん

　多
た

聞
もん

天
てん

和歌山・丹生都比売神社伝来　鎌倉時代・14世紀

結んだ口、青黒い肌は、東大寺大仏殿の四
天王像中の多聞天に倣ったものです

-9/6㊐

◎鼠
ねずみ

志
し

野
の

鶺
せき

鴒
れい

文
もん

鉢
はち

美濃　安土桃山～江戸時代・16～17世紀

岩上の鶺鴒、水や風の動きがのびや
かに表わされた鼠志野の優品です

-9/6㊐

◉太
た

刀
ち

 銘
めい

 備
び

前
ぜん

国
のくに

包
かね

平
ひら

作
さく

（名
めい

物
ぶつ

 大
おお

包
かね

平
ひら

）　古
こ

備
び

前
ぜん

包
かね

平
ひら

　平安時代・12世紀

包平は12世紀の岡山県東南部の刀工。最高峰の日本刀で、 
迫力のある大きな形状や複雑な変化をみせる刃文は比類がないです

7/14㊋-8/23㊐
「日本美術の記録と評価 
―調査ノートにみる美術史研究のあゆみ―」

農
のう

夫
ふ

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

　渡辺始興筆　江戸時代・18世紀

青
せい

磁
じ

染
そめ

付
つけ

瓢
ひさご

文
もん

皿
さら

鍋島　江戸時代・17世紀

◉短
たん

刀
とう

　銘
めい

 吉
よし

光
みつ

（名
めい

物
ぶつ

 厚
あつし

藤
とう

四
し

郎
ろう

）　粟
あわ

田
た

口
ぐち

吉
よし

光
みつ

　鎌倉時代・13世紀

-8/16㊐

◎日
にっ

光
こう

道
どう

中
ちゅう

分
ぶん

間
げん

延
のべ

絵
え

図
ず

千
せん

住
じゅ

：総
そう

泉
せん

寺
じ

、草
そう

加
か

、越
こし

谷
がや

：大
おお

相
さがみ

模不
ふ

動
どう

道中奉行所編 浅草文庫旧蔵　
江戸時代・文化3年（1806）

江戸幕府が作成した絵図で、日光道の千住
から大相模不動宿までを描いたものです

◎日
に

本
ほん

沿
えん

海
かい

輿
よ

地
ち

図
ず

（中
ちゅう

図
ず

）北
ほっ

海
かい

道
どう

西
せい

部
ぶ

伊能忠敬作  江戸時代・19世紀



  YouTube で
『オンラインギャラリーツアー』
 はじめました！

9

ア
イ
ヌ
と
琉
球

16

近
代
の
美
術

18

1617

19 20

18

本館展示
  ジャンル別

6・7・8月

 第1弾 

三田研究員が語る、特集「おひなさまと日本の人形」 
毎年行われている人気の特集展示
です。今年は、江戸の地で製作さ
れた雛飾りの名品などを展示しまし
た。研究員ならではの視点から見る、
作品の見どころとその歴史について
ご紹介します。

 第2弾 

猪熊研究員が語る、特集「朝鮮王朝の宮廷文化」 
宮廷人を輩出した特権階級の両

ヤン

班
バン

が用いた生活用具を通して、朝鮮王
朝の宮廷文化に関わる調度や服飾
などをわかりやすくご紹介します。

 第3弾 

沖松研究員が語る、仏
ぶつ

涅
ね

槃
はん

図
ず

の世界 

平安時代・12世紀の重要文化財「仏
涅槃図」と、鎌倉時代・14世紀の「仏
涅槃図」を、比較してご紹介します。
あわせて「国宝 十

じゅう

六
ろく

羅
ら

漢
かん

像
ぞう

（第二
尊者・第十四尊者）」についてもご
説明します。

 第4弾 

市元研究員が語る、博物館で見る青銅器の鑑賞方法 

饕
とう

餮
てつ

文
もんほう

と、饕
とう

餮
てつ

文
もん

三
さん

犠
ぎ

尊
そん

を掘り
下げてご紹介します。博物館に赴い
て実物を見ることの意味や、その楽
しみ方についても熱く語ります。

 第5弾 

桜クイズラリーにチャレンジ！ 

春の恒例企画「博物館でお花見を」
で予定していたイベント、「桜クイズ
ラリー」をご紹介します。本館の展
示室をめぐり、5つのクイズを出題
しています。ぜひ、チャレンジして
みてください！

三田研究員が寄せるおひなさまへの
熱い思いにふれてください

朝鮮王朝の華やかな調度品から、宮
廷人の高い美意識がうかがえます

国宝 十六羅漢像の彩色の秘密は必見
です！

作品を見る角度など、マニアックな
鑑賞方法をご紹介します

休館中のため開催できなかった「博
物館でお花見を」の雰囲気を、動画
で味わってください

-7/5㊐

チューカー（色
いろ

絵
え

蟹
かに

文
もん

水
すい

注
ちゅう

）
沖縄本島　壺屋焼　
第二尚氏時代・18世紀末～19世紀

7/7㊋-9/27㊐

マキリ（小
こ

刀
がたな

）
北海道アイヌ　19世紀
ウィーン万国博覧会事務局引継

アイヌの万能ナイフ。鞘には鹿角
を嵌め、美しい彫刻が映えます

-8/23㊐

◎褐
かつ

釉
ゆう

蟹
かに

貼
はり

付
つけ

台
だい

付
つき

鉢
はち

初代宮川香山作　明治14年（1881）　
第二回内国勧業博覧会出品

7/21㊋-8/23㊐

御
ご

産
さん

の禱
いのり

安田靫彦筆　大正3年（1914）

ダイナミックな構図と配色で描かれた平
安時代の御産儀式の一場面です

臨時休館中でも総合文化展をお楽しみいただきたいとい
う想いから、展示紹介の動画『オンラインギャラリーツ
アー』をYouTubeにて公開しています。現在第5弾まで
ご紹介しています。ぜひご覧ください。
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イベント＆インフォメーション  

ココが変わった！

　東京国立博物館の公式ガイドアプリ、「トーハクなび」をご存じですか？　2012年のリリース以
来、現在までに11万人を超えるお客様にご利用いただきました。
　その「トーハクなび」が、この春、新しいアプリとしてリニューアルしました。今トーハクで見られ
るおすすめ作品の解説を、画像と音声でお楽しみいただけるのはもちろん、テーマごとの鑑賞コー
スガイド、体験型コンテンツやスタンプラリーなど、楽しいコンテンツが満載です。ネットワーク環
境があればご自宅でもお使いになれますので、来館前の下調べや来館後のおさらいにも、ぜひご活
用ください。 ※ご来館前にダウンロードしていただくことをおすすめします。

まずはアプリをダウンロード！

QRコードからご自身のスマートフォンや
タブレットに無料でダウンロードできま
す。旧「トーハクなび」（2020 年 3月
31日提供終了）とは別のアプリですの
で、改めてダウンロードをお願いします。

自分の好きな色で、浮世絵の多色摺りを体験で
きます

オリジナルの色合いで浮世絵の多色摺り
を体験したり、昔の鏡をのぞきこんだりで
きる、新感覚の体験型コンテンツを追加
しました。

「トーハクなび」、リニューアル！

体験型コンテンツ

iOS Android

海外からのお客様と一緒にご
来館される際にも便利です

総合文化展は、海外から
のお客様も多くご来館
されます。より多くの方
にお楽しみいただける
よう、アプリも旧「トー
ハクなび」の2言語（日
英）から、4言語対応（日
英中韓）になりました。

多言語対応

3Dマップをクロー
ズアップしていく
と、展示作品が表
示されるので、直
感 的に操 作が で
きます。現在地付
近にある展示室の
マップを表示でき
る機能も。

マップ

マップを拡大して、気になる建物の
展示作品をチェックできます

国立博物館所蔵品統合検索システム「ColBase」（コルベー
ス）は、国立文化財機構が運営し、国立博物館4館（東京、
京都、奈良、九州）が所蔵している文化財情報を検索でき
るシステムです。一部の作品については、画像や音声解説
のダウンロードが可能です。「ColBase」には、約13万件の作品が登録さ
れており（画像が掲載されていない作品もあります）、好きな作者の作品
を検索して、PC用・ウェブミーティング用の壁紙や学習教材にご使用い
ただくこともできます。ぜひご自由にご活用ください。ダウンロードした画
像は、出典を明記すれば、用途を問わず、申請不要で自由にご利用いた
だけます。詳しくは「ColBase」内の利用規約をご覧ください。

 ColBase（コルベース）のご案内 

総合文化展無料観覧券（10組20名様）をプレゼントします。
締切は9月10日（木）必着。
＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、ならびにこ
の号で一番おもしろかった記事をご記入の上、下記までお送りくだ
さい。発表は発送をもって代えさせていただきます。
〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館 広報室「ニュース6・7・8月号」プレゼント係
※  博物館ニュース2-3月号で特別展「きもの  KIMONO」、4-5月号で特別展
「国宝  鳥獣戯画のすべて」の無料観覧券（各10組20名様）プレゼントを掲
載しましたが、展覧会の会期変更にともない各発送を中止とさせていただき
ます。

チケットプレゼント 

本館17室は、6月30日（火）まで閉室としていましたが、閉室期間を
延長します。詳しくは当館ウェブサイトをご覧ください。

閉室情報

壁紙用に！　
およそ2,500人の老若男女が生き
生きと描かれています。ゆっくり屛
風の世界を楽しんでみてはいかが
でしょうか

学習用に！　
古墳時代、馬具がどのよう
に馬に装着されていたか
埴輪から知ることができ
ます。この他にも出土馬
具、さまざまな埴輪をご覧
いただけます

◉洛中洛外図屛風（舟木本）
岩佐又兵衛筆　江戸時代・17世紀
（右隻）

埴輪　馬　
古墳時代・6世紀　
群馬県大泉町出土

金銅装ｆ字形鏡板付轡
（こんどうそうえふじがたかがみいたつきくつわ）
古墳時代・6世紀　群馬県高崎市剣崎大塚出土

本館2階の「日本美術の流れ」の入口をリニューアルし、4K大型プロ
ジェクション画面に当館の代表的な作品を投影しています。さらに本
館4室「茶の美術」と本館9室「能と歌舞伎」では、4K映像による実
際の茶席、能や歌舞伎の上演風景をデジタルサイネージで上映し、日
本文化の世界感をわかりやすく、さらに作品鑑賞をお楽しみいただけ
ます。

 本館にデジタルサイネージを設置 
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6・7・8月の開館日・開館時間、休館日、夜間開館情報
詳細は東京国立博物館ウェブサイトをご覧ください。

東京国立博物館利用案内
総合文化展観覧料金　一般1,000円、大学生500円
● 入館はオンラインでの事前予約制（日時指定券）となります
● 20名以上の団体料金は廃止となりました
● 障がい者とその介護者1名は無料。満70歳以上、  
高校生以下および18歳未満の方は無料
● 敬老の日（9月21日〈月・祝〉）、文化の日（11月3日〈火・祝〉）は、 
総合文化展のみ観覧無料

詳細は東京国立博物館ウェブサイトをご覧ください。

東京国立博物館会員制度
東京国立博物館では、皆様のニーズに合わせて各種会員制度をご用意し
ております。

友の会 　

 発行日から1年間有効　年会費：8,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合文化展・平常展を
何度でも観覧可能。東京国立博物館の特別展観覧券を6枚と、本誌
の定期購読、ショップ、レストラン割引等さまざまな特典があります。

メンバーズプレミアムパス 　

 発行日から1年間有効　年会費：一般5,000円、学生3,500円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合文化展・平常展を何
度でも観覧可能。東京国立博物館の特別展観覧券を4枚提供します。

国立博物館メンバーズパス（4館共通）
 発行日から1年間有効　年会費：一般2,000円、学生1,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合文化展・平常展を
何度でも観覧可能。

ニュース会員
 東京国立博物館ニュースの定期購読　 年会費：1,000円（1年分）

【特典】 東京国立博物館ニュースを1年分ご自宅に送付いたします。メ
ンバーズプレミアムパスとの同時申込みで100円割引。（2020年6月よ
り年4回発行となります。） 
＊次号よりご送付希望の場合、締切は2020年8月10日（月・祝）です。
＊ 次号の東京国立博物館ニュース9-11月号は、新型コロナウイルス感染症の影響に
より、当初スケジュールで製作することが困難となり発行日は9月末の予定です。

〇申込方法
1. 会員専用窓口

　当館正門前の会員専用窓口で即日発行いたします　
　（現金またはクレジットカード）。
2. ウェブサイト

　 専用申込フォームからお申込みください（クレジットカードまたは郵
便振替〈振替用紙を送付〉）。

3. 郵便振替

● 振替用紙に①種別（友の会、プレミアムパス、4館共通、ニュース）、
②区分（一般、学生）③氏名（ふりがな）、④郵便番号、⑤住所、⑥
電話番号、⑦年齢、⑧性別、⑨メールアドレス（メールマガジン希望
者のみ）を通信欄にご記入の上、下記口座までお振替ください。
　加入者名：東京国立博物館会員制度
　口座番号：00140-3-791791
● 振替用紙の半券が領収書になります。有効期限終了まで保管してく
ださい。
●  振替手数料はお客様負担となります。
●  ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで2週間程度かかります。

＊ 現在、ウェブサイトと郵便振替による受付を休止しています。再開が決まりまし
たら当館ウェブサイトにてお知らせします。
＊ 一度納められた料金の払い戻しはいたしません。
＊ お申込みに際してご提供いただいた個人情報は、当該目的にのみ使用させてい
ただきます。当館は個人情報に関する法令を遵守し、適正な管理・利用と保障に
万全を尽くします。
＊ 新型コロナウイルス感染症対策による臨時休館を実施したことに伴い、各種
会員制度の有効期限を延長します。詳しくは当館ウェブサイトをご覧ください。

最新情報は、ウェブサイト、Facebook、Twitter、
Instagram、メールマガジンで！

東京国立博物館ウェブサイト  https://www.tnm.jp/

◉お問合せ：電話03-3822-1111（代） 総務課会員制度担当 ＊月曜～金曜日の9：30～17：00（土日・祝休日は除く）／ FAX 03-3821-9680

このリニューアルでは、コンクリー
ト建築に屋根瓦をのせてデザイ
ンされた本館と、日本の伝統的
な様式で建てられたお茶室があ
る庭園とが馴染むよう整備しま
した。また、本館背面と池との間
の広場の傾斜を緩やかにし、池
まで近寄れるようになりました。さらに、庵治石と錆石を大小100枚
以上敷き詰めた石の通路を設置しています。草木や花があふれ、さま
ざまな鳥たちがやってくる庭園の四季折々をぜひお楽しみください。

 庭園を一部リニューアル 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、6月28日（日）まで終日臨
時休演とし、7月1日（水）からの上演再開を予定しております。
VR作品『風神雷神図のウラ ̶夏秋草図に秘めた想い̶』
7月1日（水）～ 10月4日（日）
※詳細はウェブサイト（http://www.toppan-vr.jp/mt/）をご覧ください。

 TNM＆TOPPANミュージアムシアター 

 カフェテラスオープン 

東洋館レストラン「ホテルオークラレスト
ラン ゆりの木」に新たにカフェテラスが
オープンしました。抹茶セットやソフトク
リーム、クリームぜんざいなどを、レスト
ランの店舗とは独立したブースで販売して
います。雨の日でもくつろげる屋根付きの
屋外テラス席もご用意しています。晴れた
日はソフトクリームを片手に、本館裏側の
庭園散策などいかがでしょうか。
※営業日・営業時間は変更となる可能性があります。 カフェメニュー

抹茶と和三盆の干菓子、ひとくち煉羊羹
880円（税込み）

みたらし団子　500円（税込み）
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（
大
橋
美
織
）
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◎風神雷神図屛風　尾形光琳筆　江戸時代・18世紀

表   紙  の 名  品  
2020年6・7・8月号

重文 風
ふ う

神
じ ん

雷
ら い

神
じ ん

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

7月21日(火)～8月10日(月・祝)
本館7室

斬新な構図、見事なバランス感覚に優れた光琳の傑作


